
 
 

 

 

 

 

 

 

外張・付加断熱工法 

木造住宅 ラスモルタル外壁 納まり(例) 図面集 
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発行 (一社)発泡プラスチック建築技術協会(B-CeP) 

 

 

 



 
 

 

本資料について 

 

・本資料は高い省エネ性能、耐震性能、防火性能、耐久性能が必要とされる在来木造住宅を設計する際に、外装材と

して湿式モルタル外装材を用いた発泡プラスチック外張・付加断熱工法を施工する場合の代表的な施工方法、納ま

り図を提供するため日本住宅モルタル外壁協議会(NiMoGa)、発泡プラスチック断熱材連絡会(PIC)が共同でとりまと

めた資料です。 

 

・本資料には壁等の一般部だけで無く、屋根・軒・床・基礎・下屋・バルコニーの代表的な納まりをまとめました

が、本資料はあくまでも施工例であり建築される地域の特性や目標とする住宅性能に合わせ建築基準法、建築物省

エネ法、住宅の品質確保の促進等に関する法律等で定められている規定に沿った設計、施工を行ってください。 

 

・本資料の最後には参考となる資料を示してあります。設計・施工の際の参考とされるとよいでしょう。 

 

・本資料だけではわからない事項に関しては、日本住宅モルタル外壁協議会(NiMoGa)、発泡プラスチック断熱材連絡

会(PIC)あるいは、それぞれの会員企業にお問い合わせください。 

 

・本資料には外壁貫通部（ガス、給水給湯、電気の幹線引込み、換気の給排気口、エアコンのスリーブ等）は記載し

ていません。外壁貫通部の措置に関しては、巻末 参考資料に記載されているような他の資料を参考に貫通口周辺

の気密・防水処理を入念にして下さい。エアコン工事が新築工事から除外されている場合は特に注意して下さい。

後からドリル等で外壁にスリーブ孔をあけると、その周辺の断熱気密性、防水性が損なわれ結露や漏水を誘発する

可能性があります。新築時にはエアコン設置を想定して、スリーブとコンセント工事を事前にしておくことが肝要

です。 

 

・本資料の図には図示すると施工の様子がわかりにくくなると思われる室内側防湿フィルム、屋外側透湿防水シート

を省略している場合がありますので注意してください。 

 

・本資料は外装材施工に影響する外張断熱工法の図面として記載されています。外装材施工に影響しない充填断熱を

併用することで、より高い断熱性能の付加断熱壁とすることが可能です。付加断熱の施工においては充填する断熱

材により防露・防水上の制約があるので使用される充填断熱材の施工要領に従ってください。 

 

・付加断熱とする場合、発泡プラスチック断熱材連絡会(PIC)参加団体会員各社は無機繊維系断熱材（グラスウール、

ロックウール）を充填する付加断熱構造の防火認定を取得しています。その際の施工要領に関しては使用する外張

断熱材製造会社にお問い合わせください。認定仕様に未記載の充填断熱材を施工することは建築基準法違反となり

ますので、行わないでください。取得されている防火認定では充填断熱材だけでなく室内側防湿層や石膏ボードの

バリエーションなども記載されていますのでご確認の上、幅広く外張断熱工法をご利用いただけると思います。 

参考資料：「大臣認定を取得した防耐火構造の外壁等について認定仕様に記載のない断熱材を充てんして建築するこ

とに関する注意喚起」 

詳細： https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/build/content/001899576.pdf 

Q&A ： https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/build/content/001901023.pdf 

 

・防火認定壁に防火対策を施された配管・配線部材を施工することは過去の火災検証や使用量や使用場所が制限的で

ある等の理由で問題視されることは少ないと思われます。しかし、近年普及し始めた免震材、制振材、防振材、吸

音材、遮音材の中には発泡プラスチック断熱材よりも多量の有機物やオイル、可塑剤を含むものもあり火災上の検

証が行われていないものや発泡プラスチック断熱材に悪影響を及ぼすものが含まれている可能性があります。防火

認定に記載されていない材料を併用する場合は、設計段階でそれらの製造会社や建築確認審査機関に使用の可否を

ご確認ください。 
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通気胴縁

外張断熱一般部　躯体構成

・柱

・構造用面材

・外張断熱材
裏打材付きラス

外張・付加断熱工法　木造住宅ラスモルタル外壁　納まり（例）図面集

樹脂製補助胴縁

下端定木
水切り

・内装材

・防湿フィルム（あり・なし）

・透湿防水シート

・透湿防水シート

既調合軽量モルタル

（単層下地通気構法）

【監修】日本住宅モルタル外壁協議会(NiMoGa)、発泡プラスチック断熱材連絡会(PIC)

【発行】(一社)発泡プラスチック建築技術協会(B-CeP)
01

通気胴縁

ラス

防水紙

下端定木
水切り

（二層下地通気構法（ラス下地面材））

外張断熱一般部　躯体構成

・柱

・構造用面材

・外張断熱材

・内装材

・防湿フィルム（あり・なし）

・透湿防水シート

・透湿防水シート

ラス下地面材

既調合軽量モルタル

※ 躯体構成は両図に共通

通気胴縁構法施工例（概略図）

メタルラス下地通気胴縁構法

木質系下地通気胴縁構法

図名

図　番
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通気胴縁

外張・付加断熱工法　木造住宅ラスモルタル外壁　納まり（例）図面集

下端定木
水切り

外張断熱一般部　躯体構成

・柱

・構造用面材

・外張断熱材

・内装材

・防湿フィルム（あり・なし）

・透湿防水シート

・透湿防水シート

樹脂製補助胴縁（あり・なし）

補助胴縁（あり・なし）

【監修】日本住宅モルタル外壁協議会(NiMoGa)、発泡プラスチック断熱材連絡会(PIC)

【発行】(一社)発泡プラスチック建築技術協会(B-CeP)
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裏打材付きラス

下端定木
水切り

既調合軽量モルタル

樹脂製補助胴縁（あり・なし）

外張断熱一般部　躯体構成

・柱

・構造用面材

・外張断熱材

・内装材

・防湿フィルム（あり・なし）

・透湿防水シート

・透湿防水シート

通気胴縁

メタルラス下地通気胴縁構法（単層下地通気構法）一般部（施工例）(概略図）

下地構成

外装材施工

図名

図　番

4 



通気胴縁

ラス

防水紙

外張・付加断熱工法　木造住宅ラスモルタル外壁　納まり（例）図面集

下端定木

外張断熱一般部　躯体構成

・柱

・構造用面材

・外張断熱材

・内装材

・防湿フィルム（あり・なし）

・透湿防水シート

・透湿防水シート

水切り

ラス下地面材

既調合軽量モルタル

【監修】日本住宅モルタル外壁協議会(NiMoGa)、発泡プラスチック断熱材連絡会(PIC)

【発行】(一社)発泡プラスチック建築技術協会(B-CeP)
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ラス

防水紙

通気胴縁

下端定木

水切り

既調合軽量モルタル

ラス下地板

外張断熱一般部　躯体構成

・柱

・構造用面材

・外張断熱材

・内装材

・防湿フィルム（あり・なし）

・透湿防水シート

・透湿防水シート

木質系下地通気胴縁構法（二層下地通気構法）一般部（施工例）(概略図）

ラス下地面材

ラス下地板

図名

図　番
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外張・付加断熱工法　木造住宅ラスモルタル外壁　納まり（例）図面集

内装下地材

調整材

外張断熱材

サッシ枠

シーリング材

外張断熱用ビス

まぐさ

窓台
構造用面材

調整材

サッシ上部

A
A

先張り防水シート

透湿防水シート

透湿防水シート

構造用面材

内装材

モルタル外装材

サッシ枠

シーリング材
片ハットジョイナー

片ハットジョイナー

モルタル外装材

補助胴縁

補助胴縁

透湿防水シート

通気胴縁

外装材とサッシ枠の間は10mm程度離し

バックアップ材（目地棒、片ハットジョイナー等）を

用いてシーリングする

通気胴縁・補助胴縁とサッシ枠は、サッシ上下・サッシ

横ともにA=25～35mm離し、

通気胴縁・補助胴縁がサッシ枠フィン部分に

かからないように施工する

外張断熱材

両面防水テープ

【監修】日本住宅モルタル外壁協議会(NiMoGa)、発泡プラスチック断熱材連絡会(PIC)

【発行】(一社)発泡プラスチック建築技術協会(B-CeP)
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通気胴縁

外張断熱材

樹脂製補助胴縁

構造用面材 調整材

補助胴縁

サッシ下部

透湿防水シート

開口周辺（補助胴縁を縦張りとした施工例）

開口部縦断面

（本図は補助胴縁等の下地材の配置例を示すものです。

透湿防水シート等の詳細は省略しています。）

補助胴縁等配置例

図名

図　番

1
0

1
0

3
0

3
0

3
0

3
0

3
0

1
00

1
00
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外張・付加断熱工法　木造住宅ラスモルタル外壁　納まり（例）図面集

調整材

外張断熱材

サッシ枠

シーリング材

外張断熱用ビス

まぐさ

窓台

透湿防水シート

構造用面材

調整材

サッシ上部

A
A

通気胴縁

通気胴縁

先張り防水シート

透湿防水シート

透湿防水シート

外張断熱材

構造用面材

内装材

モルタル外装材

サッシ枠

シーリング材
片ハットジョイナー

片ハットジョイナー

モルタル外装材

透湿防水シート

補助胴縁

両面防水テープ

補助胴縁

外装材とサッシ枠の間は10mm程度離し

バックアップ材（目地棒、片ハットジョイナー等）を

用いてシーリングする

通気胴縁・補助胴縁とサッシ枠は、サッシ上下・サッシ

横ともにA=25～35mm離し、

通気胴縁・補助胴縁がサッシ枠フィン部分に

かからないように施工する

内装材

05
【監修】日本住宅モルタル外壁協議会(NiMoGa)、発泡プラスチック断熱材連絡会(PIC)

【発行】(一社)発泡プラスチック建築技術協会(B-CeP)

通気胴縁

外張断熱材

樹脂製補助胴縁

構造用面材 調整材

補助胴縁

サッシ下部

開口周辺（補助胴縁を横張りとした施工例）

開口部縦断面

補助胴縁等配置例

（本図は補助胴縁等の下地材の配置例を示すものです。

透湿防水シート等の詳細は省略しています。）

図名

図　番
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外張・付加断熱工法　木造住宅ラスモルタル外壁　納まり（例）図面集

構造用面材

ルーフィング

野地板

外張断熱材

両面防水テープ

たるき

野地板

通気たるき

屋根用透湿防水シート

防水テープ

モルタル外装材

軒天換気口

通気胴縁

外張断熱材

両面防水テープ

屋根用透湿防水シート

透湿防水シート

拡大図

【監修】日本住宅モルタル外壁協議会(NiMoGa)、発泡プラスチック断熱材連絡会(PIC)

【発行】(一社)発泡プラスチック建築技術協会(B-CeP)
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外張断熱材

構造用面材
通気胴縁

外張断熱材

たるき

野地板

屋根用透湿防水シート

防水テープ

軒天換気口

両面防水テープ

通気軒天見切り

モルタル外装材

両面防水テープ

屋根用透湿防水シート

透湿防水シート

拡大図

ルーフィング

野地板

通気たるき

軒（屋根断熱の施工例）

屋根断熱（壁通気層勝ちの場合）

屋根断熱（軒勝ちの場合）

図名

図　番
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外張・付加断熱工法　木造住宅ラスモルタル外壁　納まり（例）図面集

ルーフィング

構造用面材

透湿防水シート

桁上断熱材

下地

外張断熱材

透湿防水シート

通気胴縁

防湿フィルム

野地板

たるき

軒天換気口
モルタル外装材

両面防水テープ

【監修】日本住宅モルタル外壁協議会(NiMoGa)、発泡プラスチック断熱材連絡会(PIC)

【発行】(一社)発泡プラスチック建築技術協会(B-CeP)
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ルーフィング

外張断熱材
構造用面材

天井断熱材

透湿防水シート

通気胴縁

防湿フィルム

野地板

たるき

軒天換気口

モルタル外装材

軒（天井断熱の施工例）

天井断熱（壁通気層勝ちの場合）

桁上断熱（壁通気層勝ちの場合）

両面防水テープ

図名

図　番
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通気胴縁

透湿防水シート

基礎

外張断熱材

床合板

大引間断熱材

合板受け

構造用面材

下地材

大引土台

外張・付加断熱工法　木造住宅ラスモルタル外壁　納まり（例）図面集

水切り

内装材

熱橋対策断熱材

モルタル外装材

両面防水テープ

床下（外気扱い）屋外

基礎用パッキン（通気）

下端定木

08
【監修】日本住宅モルタル外壁協議会(NiMoGa)、発泡プラスチック断熱材連絡会(PIC)

【発行】(一社)発泡プラスチック建築技術協会(B-CeP)

通気胴縁

透湿防水シート

大引

基礎

外張断熱材

床合板

気流止め

構造用面材

下地材

土台水切り

根太間断熱材 根太

内装材

モルタル外装材

屋外 床下（外気扱い）

基礎用パッキン（通気）

下端定木

土台（床断熱の施工例）

大引間断熱

根太間断熱

両面防水テープ

図名

図　番

10 



通気胴縁

透湿防水シート

外張断熱材

床合板

合板受け

構造用面材

下地材

大引

土台

基礎

断熱材基礎仕上材

防蟻断熱材

外張・付加断熱工法　木造住宅ラスモルタル外壁　納まり（例）図面集

水切り

両面防水テープ

熱橋対策断熱材

内装材

モルタル外装材

基礎用パッキン（気密）

熱橋対策断熱材

下端定木

【監修】日本住宅モルタル外壁協議会(NiMoGa)、発泡プラスチック断熱材連絡会(PIC)

【発行】(一社)発泡プラスチック建築技術協会(B-CeP)
09

土台（基礎断熱の施工例）

基礎断熱

図名

図　番
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外張・付加断熱工法　木造住宅ラスモルタル外壁　納まり（例）図面集

間柱

柱

（※　透湿防水シートは省略しています）

通気胴縁

出隅面合わせ材

構造用面材

外張断熱材

樹脂製補助胴縁

モルタル外装材

【監修】日本住宅モルタル外壁協議会(NiMoGa)、発泡プラスチック断熱材連絡会(PIC)

【発行】(一社)発泡プラスチック建築技術協会(B-CeP)
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柱
外張断熱用ビス

通気胴縁

構造用面材

出隅面合わせ材

間柱

外張断熱材

樹脂製補助胴縁

モルタル外装材
【出隅面合わせ材について】

　・製材あるいは合板を組み合わせ、釘等を用いて作製する

　・外張断熱材用ビスで柱に留付ける

　・サイズは以下の通り

　　１）厚さ：通気層と同一

　　２）幅（B）：コーナー頂部を覆い、かつ柱に確実にビス止め

　　　　　　　　　出来る大きさ（断熱材厚さに注意）

　　　　※幅Bの例：通気層15mm＋断熱材厚さ50mm＋

　　　　　　　　　  構造用面材9mm＋柱105mm＝179mm

出隅（施工例）図名

図　番

B
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外張・付加断熱工法　木造住宅ラスモルタル外壁　納まり（例）図面集

（※　透湿防水シートは省略しています）

柱

間柱

構造用面材

外張断熱用ビス

通気胴縁

入隅面合わせ材

入隅下地材

外張断熱材
【入隅面合わせ材について】

　・製材あるいは合板を組み合わせ、釘等を用いて作製する

　・外張断熱材用ビスで柱に留付ける

　・サイズは以下の通り

　　１）厚さ：通気層と同一

　　２）幅（C）：コーナー頂部を覆い、かつ入隅下地材に確実に

　　　　　　　　  ビス止め出来る大きさ

                            （断熱材厚さ、入隅下地材厚さに注意）

モルタル外装材

樹脂製補助胴縁

【監修】日本住宅モルタル外壁協議会(NiMoGa)、発泡プラスチック断熱材連絡会(PIC)

【発行】(一社)発泡プラスチック建築技術協会(B-CeP)
11

入隅（施工例）図名

図　番

4
5

C

45

13 



外張・付加断熱工法　木造住宅ラスモルタル外壁　納まり（例）図面集

ルーフィング

野地板

外張断熱材
構造用面材

天井断熱材透湿防水シート

通気胴縁

外張断熱材

透湿防水シート

通気胴縁

たるき掛

モルタル外装材

たるき

軒天換気口

モルタル外装材

防湿フィルム

両面防水テープ

透湿防水シート

両面防水テープ

雨押え

下葺材

外張り断熱材

拡大図

12
【監修】日本住宅モルタル外壁協議会(NiMoGa)、発泡プラスチック断熱材連絡会(PIC)

【発行】(一社)発泡プラスチック建築技術協会(B-CeP)

下屋（施工例）

モルタル外装材

通気胴縁

外張断熱材

雨押え

両面防水テープ

透湿防水シート

たるき

野地板

下葺材

屋根材

図名

図　番

下
葺
材

の
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25
0
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外張・付加断熱工法　木造住宅ラスモルタル外壁　納まり（例）図面集

防水層下地

通気胴縁

床合板
構造用面材

胴縁受け

両面防水テープ

モルタル外装材

モルタル外装材

外張断熱材

床防水拡大図

拡大図

両面防水テープ
両面防水テープ

鞍掛シート

透湿防水シート

透湿防水シート

両面防水テープ

透湿防水シート

【監修】日本住宅モルタル外壁協議会(NiMoGa)、発泡プラスチック断熱材連絡会(PIC)

【発行】(一社)発泡プラスチック建築技術協会(B-CeP)
13

防水層下地

外張断熱材

通気胴縁

床合板
構造用面材

鞍掛シート

胴縁受け

断熱材

両面防水テープ

モルタル外装材

モルタル外装材

床防水

拡大図

両面防水テープ

両面防水テープ

通気胴縁

両面防水テープ

外張断熱材

両面防水テープ

透湿防水シート

透湿防水シート

透湿防水シート

通気胴縁

外張断熱材

透湿防水シート

拡大図

バルコニー（施工例）

両面防水テープ

鞍掛シート

図名

図　番

鞍
掛
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